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研究グループ

中村学園⼤学教育学部 教授 ⼭本 朋弘

熊本県⾼森町⽴⾼森中学校

1⼈1台の端末環境を早期に実現した地域
端末持ち帰りを⽇常的に実践している地域

先進地域の中学校で，ＬＡ（データ分析）を検証
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研究の⽬的

• BookRollを⽤いたLA（データ解析）の可能性を検討する．
– 学習者のアノテーション（下線引き，コメント等）に関する情報にどの
ような傾向があるかを探る．

– 特に，⼩中学校で，端末持ち帰りにおいて，事前学習が可能となるので，
LAを⽤いて，より精細な情報提供が可能になる．

• その情報提供は，授業者が事前に把握することで，
教師の授業デザイン（授業⽅略）に活かされるかを明らかにする．



先⾏研究
• アノテーション（annotation）

「注釈」という意味．

ITでは，「タグやメタデータと呼ばれる情報を付加する」と定義

• アノテーション研究は，⼤学の授業を中⼼に先⾏して実施．（柳沢 2010）
• ⼩中学校での実践研究は，⾒られない．
• 特に，家庭への持ち帰りに関するログ分析が期待される．
• 学習者⽤デジタル教科書等と関連づけた研究成果が求められる．



研究の対象 （使⽤する環境，教材等）

環 境
家庭での持ち帰りを実施している学校

対象者
中学校第2学年⽣徒 ４４名
担任教師 ３名

教 材
学習者⽤デジタル教科書
道徳のデジタル教科書を使⽤．（教科書会社︓東京書籍株式会社）
必要部分をPDF化して使⽤する．



研究の期間・対象 （期間，校種，教科等，学年）

校種 教科等 学年 単元 協⼒校

中学校 道徳 第2学年 ２単元で実施 熊本県⾼森中学校

校種，教科等，学年，単元，協⼒校

期 間
2021年10⽉後半 から 2022年１⽉中旬まで



検証の流れ

1. 学習⽅法を学級担任が学習者に説明する．

2. 学習者が家庭に端末を持ち帰る．
3. 家庭で，学習者がBookRollを閲覧する．
4. 閲覧時に，マーカーやコメントを記⼊する．

5. 授業者がログ情報を閲覧，教室で授業を実施する．

【事後】学習者⽤意識調査．Googleフォームで回答．

授業者に対して，インタビュー調査．（オンライン）

学 校

学 校

家 庭



検証の流れ

組 単元A 単元B

１組 マーカー有り マーカー無し

２組 マーカー無し マーカー有り

中学校第２学年の２学級において、
２つの単元A・Bにおいて、マーカー有りと無しの場合を設定した。
単元の授業後に、それぞれ意識調査とインタビュー調査を実施した。



単元Ａ



単元Ｂ



単元Aでの結果
1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

１）資料の内容を十分理解することができた

２）自分の考えをしっかり持つことができた

３）資料の内容を授業に参加して深めてみたい

４）授業での発表や話し合いに参加しやすくなった

マーカー有り マーカー無し

４項目全てで有意な差は見られなかった



単元Bでの結果
1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

１）資料の内容を十分理解することができた

２）自分の考えをしっかり持つことができた

３）資料の内容を授業に参加して深めてみたい

４）授業での発表や話し合いに参加しやすくなった

マーカー有り マーカー無し

p<.05

３）深めたい，４）参加しやすいで，有意傾向及び有意差が見られた

p<.10



授業者へのインタビューから

• マーカーラインが集まった部分を取り上げて，中⼼発問を作った．
• 1⼈しか引いていない部分にも⽬を向けることができた．
• みんなと違うことを考えている⽣徒を指名した．
• 親から⾒た⼦の関係，⽴場が違う考えを事前に把握できた．
• 机間指導では，複数の意⾒を⾒えにくいところ．
• 事前の実態把握がやりやすい．





今後の検証

• マーカー有りとマーカー無しでの⽐較検証
– 家庭持ち帰りで継続的に検証

• 教師の授業デザインに関する分析
– 教師へのインタビュー調査

• 教師向けの意識調査
– 複数の授業者への授業後の意識調査


